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ク ロ ア チ ア 共 和 国 国 会 の 招 待 に よ る

同 国 公 式 訪 問 及 び 各 国 の 政 治 経 済 事 情 等 視 察

参 議 院 副 議 長 一 行 報 告 書

団 長 参 議 院 副 議 長 山 東 昭 子

参 議 院 議 員 家 西 悟

同 山 内 俊 夫

同 木 庭 健 太 郎

同 行 議 事 部 長 東 海 林 壽 秀

副 議 長 秘 書 山 口 秀 樹

参 事 高 嶋 久 志

警 護 官 川 上 俊 英  

一 、 始 め に

本 議 員 団 は 、 ク ロ ア チ ア 共 和 国 国 会 の 招 待 に よ

り 同 国 を 公 式 訪 問 す る と と も に 、 フ ラ ン ス 共 和 国

及 び イ タ リ ア 共 和 国 を 訪 問 し た 。

ク ロ ア チ ア は 、 本 年 、 我 が 国 と 外 交 関 係 を 開 設

し て 以 来 十 五 周 年 を 迎 え 、 三 月 に は メ シ ッ チ 大 統

領 が 訪 日 す る な ど 、 今 後 、 政 治 、 経 済 、 観 光 、 文

化 を 始 め 幅 広 い 分 野 で 両 国 の 友 好 協 力 関 係 が ま す

ま す 拡 大 ・ 深 化 し て い く こ と が 期 待 さ れ て い る 。

そ う し た 中 で 、 本 議 員 団 は 、 議 会 間 及 び 議 員 間 の

交 流 を 深 め 、 相 互 の 理 解 と 友 好 関 係 を 一 層 発 展 ・

強 化 す る こ と を 目 的 と し て 、 参 議 院 と し て 初 め て

の 公 式 訪 問 を 行 っ た 。

ま た 、 フ ラ ン ス は 、 本 年 が 日 仏 両 国 の 外 交 関 係

開 設 百 五 十 周 年 に 当 た り 、 同 国 が 本 年 後 半 の Ｅ Ｕ

議 長 国 で あ る こ と 、 さ ら に 、 イ タ リ ア は 、 来 年 の

Ｇ ８ サ ミ ッ ト 議 長 国 で あ る こ と を 踏 ま え 、 両 国 上

院 と の 交 流 を ま す ま す 深 め る と と も に 、 政 治 、 経

済 等 に お け る 諸 課 題 を 把 握 す る こ と を 主 な 目 的 と

し て 両 国 を 訪 問 し た も の で あ る 。

二 、 訪 問 日 程

本 議 員 団 は 、 七 月 八 日 に 日 本 を 出 発 し 、 同 月 二

十 一 日 に 帰 国 し た 。 そ の 日 程 は 以 下 の と お り で あ

る 。

七 月 八 日 （ 火 ）

東 京 発 パ リ 着

九 日 （ 水 ）

高 等 教 育 ・ 研 究 省 訪 問
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パ リ 在 留 邦 人 と の 夕 食 懇 談 会

十 日 （ 木 ）

フ ラ ン ス 上 院 訪 問

デ ュ ・ リ ュ ア ー ル 上 院 副 議 長 と の 会 談

ヴ ァ ラ ー ド 上 院 仏 日 友 好 議 員 連 盟 会 長

主 催 昼 食 会

パ リ 日 本 文 化 会 館 視 察

十 一 日 （ 金 ）

パ リ 発 カ ダ ラ ッ シ ュ 着

Ｉ Ｔ Ｅ Ｒ （ 国 際 熱 核 融 合 実 験 炉 ） サ イ

ト 視 察

カ ダ ラ ッ シ ュ 発 ニ ー ス 着

十 二 日 （ 土 ）

ソ フ ィ ア ・ ア ン テ ィ ポ リ ス サ イ エ ン ス

パ ー ク 視 察

ニ ー ス 発 ロ ー マ 着

十 三 日 （ 日 ）

フ ラ ス カ ー テ ィ 等 視 察

十 四 日 （ 月 ）

国 立 食 品 ・ 栄 養 リ サ ー チ 研 究 所 訪 問

ロ ー マ 在 留 邦 人 と の 昼 食 懇 談 会

ロ ー マ 日 本 文 化 会 館 視 察

作 家 塩 野 七 生 氏 と の 懇 談

十 五 日 （ 火 ）

イ タ リ ア 上 院 訪 問

デ ィ ー ニ 上 院 外 交 委 員 長 と の 会 談

ロ ー マ 発 ト リ ノ 着

十 六 日 （ 水 ）

食 科 学 大 学 訪 問

ト リ ノ 発 （ フ ラ ン ク フ ル ト 経 由 ）

ザ グ レ ブ 着

十 七 日 （ 木 ）

ベ ビ ッ チ 国 会 議 長 と の 会 談

メ シ ッ チ 大 統 領 と の 会 談

コ ソ ル 副 首 相 と の 会 談

ミ ミ ツ ァ 国 会 副 議 長 主 催 歓 迎 宴

ザ グ レ ブ 市 内 視 察

山 東 副 議 長 主 催 答 礼 宴

十 八 日 （ 金 ）

「 ツ ェ テ ィ ン グ ラ ー ド 地 雷 除 去 案 件 」

視 察
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プ リ ト ビ ッ ツ ェ 湖 群 国 立 公 園 内 視 察

ザ グ レ ブ 発 ド ブ ロ ブ ニ ク 着

十 九 日 （ 土 ）

ド ブ ロ ブ ニ ク 市 内 視 察

ド ブ ロ ブ ニ ク 市 議 会 議 長 主 催 昼 食 会

ド ブ ロ ブ ニ ク 観 光 協 会 関 係 者 と の 夕 食

会

二 十 日 （ 日 ）

旧 ユ ー ゴ 紛 争 戦 闘 跡 地 視 察

ド ブ ロ ブ ニ ク 市 関 係 者 と の 昼 食 会

ド ブ ロ ブ ニ ク 発 パ リ 着

パ リ 発

二 十 一 日 （ 月 ）

東 京 着

三 、 ク ロ ア チ ア 共 和 国

本 議 員 団 は 、 ま ず フ ラ ン ス を 訪 問 し 、 次 い で イ

タ リ ア 、 ク ロ ア チ ア を 訪 問 し た が 、 本 報 告 で は 、

招 待 国 で あ る ク ロ ア チ ア に つ い て 、 先 に 記 述 す る

こ と と す る 。

（ 一 ） ク ロ ア チ ア 共 和 国 概 要

ク ロ ア チ ア は 、 一 九 九 一 年 か ら 九 五 年 に か け て 、

旧 ユ ー ゴ ス ラ ビ ア か ら の 独 立 を め ぐ り 紛 争 を 経 験

し た が 、 現 在 で は 近 隣 諸 国 と の 関 係 は お お む ね 安

定 し て お り 、 Ｅ Ｕ 及 び Ｎ Ａ Ｔ Ｏ へ の 加 盟 を 外 交 上

の 最 大 の 目 標 と し て い る 。 な お 、 同 国 は 、 二 〇 〇

八 年 か ら 〇 九 年 ま で の 任 期 で 国 連 安 保 理 非 常 任 理

事 国 を 務 め て い る 。 ま た 、 同 国 は 、 美 し い 自 然 と

豊 か な 文 化 遺 産 に 恵 ま れ 観 光 振 興 に も 積 極 的 に 取

り 組 ん で お り 、 近 年 、 日 本 か ら の 観 光 客 も 急 増 し

て い る 。 本 年 は 、 日 本 と ク ロ ア チ ア 両 国 の 外 交 関

係 開 設 十 五 周 年 に 当 た り 、 三 月 に は ク ロ ア チ ア 大

統 領 と し て 初 め て メ シ ッ チ 大 統 領 が 訪 日 し て い る 。

ク ロ ア チ ア 国 会 は 、 二 〇 〇 一 年 に 上 院 が 廃 止 さ

れ 、 現 在 は 一 院 制 の 議 会 で あ る 。 議 員 の 定 数 は 百

五 十 三 で あ り 、 任 期 は 四 年 で あ る 。 議 員 は 、 大 選

挙 区 比 例 代 表 制 に よ り 選 出 さ れ る が 、 二 〇 〇 七 年

十 一 月 に 行 わ れ た 選 挙 の 結 果 、 現 在 、 ク ロ ア チ ア

民 主 同 盟 六 十 六 名 、農 民 党 ・ 社 会 自 由 党 連 合 八 名 、

独 立 民 主 セ ル ビ ア 党 三 名 の 計 七 十 七 名 が 与 党 を 構

成 し て い る 。

（ 二 ） 要 人 と の 会 談
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○ ベ ビ ッ チ 国 会 議 長 と の 会 談

七 月 十 七 日 午 前 、 ク ロ ア チ ア 国 会 内 に ベ ビ ッ チ

議 長 を 表 敬 訪 問 し 、 会 談 を 行 っ た 。

始 め に 、 山 東 副 議 長 は 、 今 回 の 公 式 招 待 へ の 感

謝 の 意 及 び 本 年 一 月 の 議 長 就 任 へ の お 祝 い の 意 を

伝 え る と と も に 、 ク ロ ア チ ア 国 会 が Ｅ Ｕ 加 盟 の た

め の 法 改 正 に 精 力 的 に 取 り 組 ん で い る こ と に 敬 意

を 表 す る 旨 発 言 し た 。

こ れ に 対 し 、 ベ ビ ッ チ 議 長 は 、 山 東 副 議 長 一 行

の ク ロ ア チ ア 訪 問 を 歓 迎 す る 旨 述 べ る と と も に 、

Ｅ Ｕ 加 盟 を 目 指 し 、 ク ロ ア チ ア 国 会 は 本 年 夏 ま で

に 百 二 十 の 法 律 改 正 を 予 定 し 、 こ の 五 か 月 間 で 約

八 十 の 法 改 正 手 続 を 終 了 し た 、 他 方 、 Ｎ Ａ Ｔ Ｏ 加

盟 に 関 し て も 、 先 般 加 盟 議 定 書 を 締 結 し 各 国 の 批

准 を 待 っ て い る 状 況 に あ る と の 説 明 を 行 っ た 。

ま た 、 ベ ビ ッ チ 議 長 か ら 、 日 本 の 経 済 的 発 展 は

す ば ら し く 、 特 に 科 学 技 術 、 経 済 分 野 で の 協 力 拡

大 を 期 待 す る と の 表 明 が な さ れ る と と も に 、 北 朝

鮮 問 題 に 関 す る 六 か 国 協 議 の 成 功 を 祈 る 旨 、 さ ら

に 、 日 本 で 開 催 さ れ た Ｇ ８ サ ミ ッ ト に 関 し 、 ク ロ

ア チ ア と し て も ア ド リ ア 海 、 地 中 海 及 び ド ナ ウ 河

の 環 境 保 護 が 重 要 課 題 で あ り 、 世 界 の 環 境 問 題 に

大 き な 関 心 を 持 っ て い る 旨 発 言 が あ っ た 。

こ れ を 受 け 、 山 東 副 議 長 は 、 北 朝 鮮 問 題 に 関 し

て は 、 日 本 は 拉 致 被 害 者 の 問 題 を 抱 え て お り 、 同

国 と 国 交 が あ る ク ロ ア チ ア に 後 方 支 援 を お 願 い し

た い 旨 、 ま た 、 環 境 保 護 の 問 題 に 関 し て も 、 両 国

が 協 力 関 係 を 深 め て い く こ と を 希 望 す る 旨 述 べ た 。

さ ら に 、 山 東 副 議 長 よ り 、 日 本 の 発 展 の 仕 方 を 直

接 見 て い た だ く た め に も ベ ビ ッ チ 議 長 の 訪 日 を 要

請 し た い 旨 述 べ た と こ ろ 、 ベ ビ ッ チ 議 長 か ら 申 し

出 を 喜 ん で お 受 け し た い と の 発 言 が な さ れ た 。  
○ メ シ ッ チ 大 統 領 と の 会 談

七 月 十 七 日 午 前 、 ク ロ ア チ ア 大 統 領 府 に メ シ ッ

チ 大 統 領 を 表 敬 訪 問 し 、 会 談 を 行 っ た 。

山 東 副 議 長 は 、 本 年 三 月 の メ シ ッ チ 大 統 領 の 訪

日 へ の 感 謝 の 意 を 述 べ る と と も に 、 日 本 で は ク ロ

ア チ ア の 自 然 の 美 し さ 、 魅 力 に 対 す る 認 識 が 広 ま

り つ つ あ り 、 日 本 か ら の 観 光 客 も 増 加 し て い る 、

今 後 、 政 治 、 経 済 を 始 め あ ら ゆ る 分 野 で 両 国 が 連

携 を 深 め て い く こ と を 期 待 す る 旨 発 言 し た 。
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メ シ ッ チ 大 統 領 か ら は 、 訪 日 時 の 温 か い 歓 迎 に

改 め て 感 謝 す る と と も に 、 今 回 の 山 東 副 議 長 一 行

の 訪 問 を 歓 迎 す る 、 議 会 間 交 流 に よ り 日 本 と ク ロ

ア チ ア の 関 係 が よ り 一 層 緊 密 化 す る こ と を 期 待 す

る 旨 の 表 明 が あ っ た 。

ま た 、 メ シ ッ チ 大 統 領 は 、 訪 日 に 関 し 、 原 爆 の

惨 禍 か ら 再 生 し た 広 島 の 街 を 目 の 当 た り に し 驚 い

た 、 人 的 資 源 を 最 大 限 に 活 用 し 最 良 の も の を 作 り

上 げ る 日 本 に 学 ぶ べ き と こ ろ が 多 い と 述 べ る と と

も に 、 ク ロ ア チ ア の 対 日 貿 易 の 多 角 化 や リ エ カ 港

等 ク ロ ア チ ア の 港 湾 の 活 用 な ど 、 今 後 、 特 に 経 済

分 野 に お い て 日 本 と の 関 係 が 一 層 深 ま る こ と に 期

待 感 を 示 し た 。 さ ら に 、 次 回 の 国 連 安 保 理 非 常 任

理 事 国 選 挙 に 関 し 、 日 本 の 立 候 補 を 支 持 す る 旨 の

表 明 が な さ れ た 。

こ れ に 対 し 、 山 東 副 議 長 は 、 両 国 が 協 力 関 係 を

深 め て い く こ と の 重 要 性 を 改 め て 指 摘 す る と と も

に 、 両 国 の 交 流 拡 大 の た め に も 、 健 康 、 食 、 観 光

な ど の 点 で ク ロ ア チ ア の 魅 力 を 更 に 広 め て い く 努

力 に 期 待 す る 旨 述 べ た 。

○ コ ソ ル 副 首 相 と の 会 談

七 月 十 七 日 午 前 、 ク ロ ア チ ア 首 相 府 に コ ソ ル 副

首 相 兼 家 族 ・ 世 代 間 連 帯 ・ 退 役 軍 人 相 を 表 敬 訪 問

し 、 会 談 を 行 っ た 。

ま ず 、 コ ソ ル 副 首 相 か ら 、 歓 迎 の 辞 が 述 べ ら れ

た 後 、 日 本 と の 一 層 の 関 係 強 化 の た め 、 福 田 総 理

に も ク ロ ア チ ア を 御 訪 問 願 い た い と の 発 言 が な さ

れ た の に 対 し 、 山 東 副 議 長 は 、 今 回 参 議 院 副 議 長

と し て 初 め て 来 訪 で き 大 変 う れ し く 思 う と と も に 、

今 後 と も あ ら ゆ る 面 で 両 国 関 係 が 一 層 深 ま る こ と

を 希 望 す る 、 招 請 に つ い て は 関 係 方 面 に 伝 え た い

と 述 べ た 。

ま た 、 コ ソ ル 副 首 相 が 、 紛 争 時 の 難 民 セ ン タ ー

建 設 に 関 す る 日 本 の 援 助 及 び 紛 争 終 結 後 今 な お 行

わ れ て い る 地 雷 除 去 に 関 す る 日 本 の 支 援 に 対 す る

感 謝 の 意 を 示 し た の に 対 し 、山 東 副 議 長 は 、現 在 、

日 本 も 財 政 難 で あ る が 、 支 援 が 本 当 に 必 要 な も の

は 、今 後 と も 協 力 し て い き た い と の 考 え を 示 し た 。

そ の ほ か 、 山 東 副 議 長 か ら は 、 コ ソ ル 副 首 相 が

女 性 と し て 要 職 に 就 か れ 活 躍 さ れ て い る こ と を す

ば ら し く 思 う 、 ま た 、 副 首 相 の 御 子 息 は 大 学 で 日
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本 語 を 学 ば れ て い る と 聞 い て い る が 、 今 後 、 両 国

の 若 い 人 々 の 交 流 が ま す ま す 深 ま っ て い く こ と を

期 待 す る 旨 発 言 が な さ れ た 。コ ソ ル 副 首 相 か ら は 、

日 本 人 観 光 客 の 増 加 に よ り 日 本 が 身 近 に な っ て い

る が 、 経 済 関 係 の 面 で は ま だ ま だ 開 拓 の 余 地 が あ

る 、 ク ロ ア チ ア で も 少 子 化 問 題 は 長 年 の 懸 案 で あ

っ た が 、 父 親 の 子 育 て 参 加 の 法 的 義 務 化 、 若 年 夫

婦 に 対 す る 支 援 等 の 措 置 に よ り よ う や く 出 生 率 の

減 少 に 歯 止 め が か か っ た 旨 発 言 が あ っ た 。

（ 三 ） そ の 他 の 日 程

七 月 十 七 日 、 ミ ミ ツ ァ 国 会 副 議 長 主 催 歓 迎 宴 及

び 山 東 副 議 長 主 催 答 礼 宴 が 開 催 さ れ 、 ミ ミ ツ ァ 副

議 長 、 フ レ ゴ ・ ク ロ ア チ ア 日 本 友 好 議 員 連 盟 会 長

等 の 出 席 議 員 と 交 流 を 深 め る と と も に 、 日 本 と ク

ロ ア チ ア の 両 国 関 係 を 始 め 広 範 多 岐 に わ た る 諸 問

題 に つ い て 意 見 交 換 を 行 っ た 。

ま た 、 同 月 十 八 日 、 ボ ス ニ ア ・ ヘ ル ツ ェ ゴ ビ ナ

と の 国 境 に あ る ツ ェ テ ィ ン グ ラ ー ド 町 を 訪 れ 、 我

が 国 の 草 の 根 ・ 人 間 の 安 全 保 障 無 償 資 金 協 力 に よ

り 地 雷 除 去 が 行 わ れ た 現 場 を 視 察 し た 。同 地 で は 、

ホ ル バ ー ト ・ カ ル ロ バ ツ 県 知 事 、 パ ウ リ ッ チ ・ ツ

ェ テ ィ ン グ ラ ー ド 町 長 、 ユ ン グ ウ ィ ル ス 地 雷 除 去

セ ン タ ー 長 の ほ か 多 く の 町 民 の 出 迎 え を 受 け た 。

町 役 場 に 設 置 さ れ た 日 本 政 府 に 対 す る 地 雷 除 去 感

謝 プ レ ー ト（「 日 本 の 援 助 は こ の 町 の 子 供 達 に よ り

安 全 な 未 来 を 与 え て く れ た 。」 と 記 載 ） の 前 で は 、

日 本 の 支 援 に 対 す る 感 謝 の 意 が 述 べ ら れ 、 ま た 、

地 元 の 小 学 生 か ら 、 日 本 人 旅 行 者 と の 交 流 を 記 事

に し た 学 校 新 聞 が 手 渡 さ れ 、 御 礼 と 歓 迎 の 意 が 述

べ ら れ た 。 そ の 後 、 世 界 遺 産 で あ る プ リ ト ビ ッ ツ

ェ 湖 群 国 立 公 園 内 を 視 察 し た 。

同 月 十 九 日 及 び 二 十 日 に は 、 ド ブ ロ ブ ニ ク 市 を

訪 問 し 、 マ ル ガ レ テ ィ ッ チ 市 議 会 議 長 始 め 同 市 関

係 者 及 び 国 立 民 族 合 唱 舞 踊 団 「 Ｌ Ａ Ｄ Ｏ 」 の ル シ

ッ チ 代 表 等 と 懇 談 を 行 い 、 観 光 政 策 等 に つ い て 意

見 交 換 を 行 っ た ほ か 、 世 界 遺 産 で あ る 旧 市 街 や 旧

ユ ー ゴ 紛 争 戦 闘 跡 地 の 視 察 等 を 行 っ た 。

四 、 フ ラ ン ス 共 和 国

（ 一 ） 上 院 訪 問 、 デ ュ ・ リ ュ ア ー ル 上 院 副 議 長 と

の 会 談

七 月 十 日 午 前 、 上 院 を 訪 問 し 、 ヴ ァ ラ ー ド 上 院
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仏 日 友 好 議 員 連 盟 会 長 の 案 内 で 院 内 を 参 観 し た 。

本 会 議 場 で は 、 審 議 を 中 断 し て 山 東 副 議 長 一 行 の

紹 介 と 歓 迎 の 辞 が 述 べ ら れ 、 本 議 員 団 は 出 席 議 員

の 拍 手 で 迎 え ら れ た 。 そ の 後 、 デ ュ ・ リ ュ ア ー ル

副 議 長 を 表 敬 訪 問 し 、 会 談 を 行 っ た 。

デ ュ ・ リ ュ ア ー ル 副 議 長 は 、 上 院 仏 日 友 好 議 員

連 盟 会 長 を 一 九 九 一 年 ま で 十 年 に わ た り 務 め ら れ 、

両 国 の 議 会 間 交 流 に も 多 大 な 関 心 を 持 た れ て い る

が 、 同 副 議 長 よ り 、 最 近 の 日 本 の 政 治 状 況 に つ い

て 尋 ね ら れ た の に 対 し 、 山 東 副 議 長 は 、 昨 年 の 参

議 院 議 員 通 常 選 挙 後 に お け る い わ ゆ る 「 ね じ れ 国

会 」 の 状 況 等 に つ い て 説 明 を 行 っ た 。

デ ュ ・ リ ュ ア ー ル 副 議 長 か ら は 、 フ ラ ン ス で は

現 在 、 上 下 両 院 で 同 じ 会 派 が 多 数 を 占 め て 各 種 の

改 革 を 進 め て い る が 、 国 家 財 政 は 厳 し い 状 況 に あ

り 、 ま た 、 原 料 ・ 原 油 価 格 の 上 昇 が 経 済 の 先 行 き

に 不 安 を 与 え て い る 旨 の 発 言 が あ り 、 そ の 後 、 日

本 の 経 済 政 策 、 Ｇ ８ サ ミ ッ ト の 評 価 、 対 中 国 政 策

に 対 す る 考 え 方 等 に 関 し 意 見 交 換 が 行 わ れ た 。

会 談 終 了 後 、 ヴ ァ ラ ー ド 仏 日 友 好 議 員 連 盟 会 長

主 催 の 歓 迎 昼 食 会 に 臨 み 、 出 席 議 員 と の 間 で 、 日

仏 両 国 関 係 等 に つ い て 忌 憚 の な い 意 見 交 換 を 行 う

と と も に 、 今 後 両 国 の 議 会 間 及 び 議 員 間 の 交 流 を

よ り 一 層 深 め て い く こ と を 確 認 し た 。

（ 二 ） そ の 他 の 日 程

七 月 九 日 、 原 子 力 に 関 す る 日 仏 協 力 の 現 状 等 に

つ い て 、 グ ー ト 高 等 教 育 ・ 研 究 省 化 学 ・ 原 子 物 理 ・

エ ネ ル ギ ー ・ 持 続 可 能 な 開 発 部 長 よ り 説 明 を 聴 き

意 見 交 換 を 行 っ た 。 ま た 、 同 月 十 一 日 、 カ ダ ラ ッ

シ ュ に あ る Ｉ Ｔ Ｅ Ｒ （ 国 際 熱 核 融 合 実 験 炉 ） サ イ

ト を 訪 れ 、 池 田 Ｉ Ｔ Ｅ Ｒ 機 構 機 構 長 か ら 計 画 の 進

捗 状 況 等 に つ い て 説 明 を 受 け 、 サ イ ト の 建 設 状 況

を 視 察 し た 。 Ｉ Ｔ Ｅ Ｒ は 、 人 類 究 極 の エ ネ ル ギ ー

で あ る 核 融 合 エ ネ ル ギ ー の 平 和 利 用 に 向 け た 科 学

的 及 び 技 術 的 実 現 可 能 性 を 実 証 す る 目 的 で 、 日 本

を 含 む 世 界 の 七 極 が 参 加 す る 大 型 国 際 共 同 プ ロ ジ

ェ ク ト で あ る 。 さ ら に 、 同 月 十 二 日 に は 、 欧 州 有

数 の ハ イ テ ク 産 業 等 の 集 積 地 で あ る 、 ニ ー ス 近 郊

の ソ フ ィ ア ・ ア ン テ ィ ポ リ ス サ イ エ ン ス パ ー ク を

訪 問 し 、 進 出 日 本 企 業 で あ る イ ム ラ ・ ヨ ー ロ ッ パ

の 三 ッ 本 社 長 か ら 研 究 開 発 の 現 状 等 に つ い て 説 明
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を 受 け た 。

五 、 イ タ リ ア 共 和 国

（ 一 ） 上 院 訪 問 、 デ ィ ー ニ 上 院 外 交 委 員 長 と の 会

談

七 月 十 五 日 午 前 、 上 院 を 訪 問 し 、 採 決 を 間 近 に

控 え た 重 要 案 件 審 議 中 の 本 会 議 を 傍 聴 し た 後 、 デ

ィ ー ニ 外 交 委 員 長 を 表 敬 訪 問 し 、 会 談 を 行 っ た 。

デ ィ ー ニ 委 員 長 と の 間 で は 、 二 院 制 の 在 り 方 が

主 な 話 題 と な り 、 同 委 員 長 か ら は 、 イ タ リ ア で は

上 下 両 院 が 完 全 に 同 等 の 権 限 を 有 す る 中 、 下 院 に

優 越 権 を 与 え る べ き と の 意 見 も あ る が 、 上 院 を 全

く 廃 止 す べ き と す る 意 見 は な い 、 国 民 の 多 様 な 意

見 の 反 映 と い う 意 味 で も 二 院 制 を 有 効 に 活 か し て

い く べ き で あ り 、 上 院 と し て よ り 強 い 権 限 を 有 す

る こ と が 必 要 と 考 え る と し た 上 で 、 参 議 院 に お け

る 議 論 の 現 状 に つ い て 質 問 が な さ れ た 。

こ れ に 対 し 、 山 東 副 議 長 は 、 現 在 の 日 本 に お け

る い わ ゆ る 「 ね じ れ 国 会 」 の 状 況 に つ い て 説 明 す

る と と も に 、 参 議 院 は こ れ ま で も 決 算 審 査 の 重 視

等 独 自 の 取 組 を 進 め て き た が 、 そ う し た 状 況 の 下

で そ の 存 在 が よ り 高 ま っ た 面 が あ る 、 与 野 党 間 で

立 場 の 違 い も あ る が 、 国 家 と し て 与 野 党 問 わ ず 議

論 す べ き 課 題 も あ る 旨 述 べ た 。

ま た 、 山 東 副 議 長 よ り 、 日 本 で は 議 員 定 数 削 減

の 議 論 も あ る が 、 イ タ リ ア に お け る 議 論 の 状 況 に

つ い て 尋 ね た の に 対 し 、 デ ィ ー ニ 委 員 長 か ら は 、

イ タ リ ア で は 、 現 在 、 下 院 は 六 百 三 十 人 、 上 院 は

三 百 十 五 人 と 若 干 の 終 身 議 員 で 構 成 さ れ て い る が 、

一 つ の 提 案 と し て 、 下 院 を 四 百 人 に 、 上 院 を 二 百

人 に 削 減 す る と い う 案 が あ る 、 改 革 は 簡 単 で は な

い が 、国 の み な ら ず 地 方 に お け る 議 員 定 数 を 含 め 、

イ タ リ ア は 改 革 を 検 討 す べ き 時 期 に 来 て い る の で

は な い か と の 見 解 が 示 さ れ た 。

（ 二 ） そ の 他 の 日 程

七 月 十 四 日 、 国 立 食 品 ・ 栄 養 リ サ ー チ 研 究 所 を

訪 問 し 、 食 の 安 全 確 保 、 食 育 の 現 状 等 に つ い て 、

カ ネ ッ ラ 所 長 よ り 説 明 を 受 け た ほ か 、 ロ ー マ 在 住

の 作 家 で あ る 塩 野 七 生 氏 と 日 本 の 政 治 ・ 外 交 の 在

り 方 等 に つ い て 意 見 交 換 を 行 っ た 。 ま た 、 同 月 十

六 日 に は 、「 食 」 を 総 合 的 に と ら え 学 術 的 に 研 究 す

る こ と 等 を 目 的 に 設 立 さ れ た 世 界 初 の 食 文 化 専 門
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の 大 学 で あ る 「 食 科 学 大 学 」 を 訪 問 し 、 カ パ ッ テ

ィ 学 長 と 懇 談 を 行 っ た 。

六 、 終 わ り に

本 議 員 団 は 、 ク ロ ア チ ア 国 会 を 始 め と し て 、 訪

問 国 各 地 に お け る 周 到 な 準 備 と 誠 意 あ る 対 応 に よ

り 、 一 連 の 要 人 と の 会 談 等 有 意 義 か つ 実 り あ る 訪

問 を 行 う こ と が で き た 。 今 回 の 訪 問 が 日 本 と 訪 問

各 国 と の 友 好 協 力 関 係 を 一 層 促 進 す る こ と に つ な

が る も の で あ る こ と を 確 信 す る 。

末 尾 な が ら 、 ベ ビ ッ チ 国 会 議 長 、 ミ ミ ツ ァ 同 副

議 長 を 始 め ク ロ ア チ ア に お け る 関 係 の 方 々 の 温 か

い 御 配 慮 に 深 く 感 謝 申 し 上 げ る 。 ま た 、 デ ュ ・ リ

ュ ア ー ル 上 院 副 議 長 、 ヴ ァ ラ ー ド 上 院 仏 日 議 員 連

盟 会 長 を 始 め フ ラ ン ス に お け る 関 係 の 方 々 、 デ ィ

ー ニ 上 院 外 交 委 員 長 を 始 め イ タ リ ア に お け る 関 係

の 方 々 の 御 厚 意 に も 心 か ら 感 謝 申 し 上 げ た い 。 さ

ら に 、 白 川 在 ク ロ ア チ ア 大 使 を 始 め 各 大 使 館 及 び

各 総 領 事 館 の 行 き 届 い た 支 援 に つ い て も 、 こ こ に

特 記 し 、 厚 く 御 礼 申 し 上 げ る 。


